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前方突出部位の体重

負荷に対する適応性は皮質骨菲薄化の進行に伴い減弱する. 日本解剖学会総会・全国学術集会抄録集 128: 194,
2023.

髙村敬子, 佐伯和信, 遠藤大輔, 村井清人, 中垣岳大, 西田教行, 弦本敏行：プリオン病 ： 現場での経験と対策. 日
本解剖学会総会・全国学術集会抄録集 128: 113, 2023.

村井清人, 佐伯和信, 遠藤大輔, 髙村敬子, 松本弦, 田口紘平, 弦本敏行：組織中における管腔走行の可視化を目的

とした組織透明化

法の検討. 日本解剖学会総会・全国学術集会抄録集 128: 196, 2023.

髙村敬子：第15回良順教育賞を受賞して. 長崎医学同窓会朋百 159: 10, 2023.

横山陽香,吉崎真依,中田　惟,樋田久美子,村田寛明,原　哲也：極型Fallot四徴症成人患者に対する乳房部分切除術

をPECSⅡブロックで管理した１症例. 日本区域麻酔学会学術集会プログラム・抄録集 10回: 163, 2023.

原　哲也：循環生理から循環作動薬の適応を考える. 日本歯科麻酔学会雑誌 51(抄録号): 78, 2023.

原　哲也：日本麻酔科学会「アナフィラキシーに対する対応」プラクティカルガイド. 日本歯科麻酔学会雑誌

51(抄録号): 82, 2023.

遠藤大輔, 西　啓太, 佐伯和信, 髙村敬子, 村井清人, 分部哲秋, 弦本敏行：CT 画像に基づく新規定量法を用いた枌

洞穴出土縄文人大腿骨粗線領域の形態解析. 日本人類学会大会プログラム・抄録集 77: 57, 2023.

弦本敏行, 遠藤大輔, 西　啓太, 佐伯和信, 村井清人, 髙村敬子：判別分析法を応用したヒト大腿骨皮質骨の骨粗鬆

度の定量的評価. 日本人類学会大会プログラム・抄録集 77: 68, 2023.

佐伯和信, 髙村敬子, 遠藤大輔, 村井清人, 扇浦正義, 弦本敏行, 分部哲朗：⻑崎市八百屋町遺跡出土の江戶時代初期
人骨 ―概報―. 日本人類学会大会プログラム・抄録集 77: 64, 2023.

古田彩子, 猪熊孝実, 安倍　翔, 脇山史美子, 村橋志門, 上村恵理, 太田黒崇伸, 上木智博, 泉野浩生, 田島吾郎, 山下

和範, 大木　望, 原　貴信, 関野元裕, 田崎　修：入院後に胆管損傷が判明した多発外傷の1例. 日本外傷学会雑誌

37(2): 191, 2023.

山下和範：国民保護訓練における市内全医療機関の病院避難机上訓練について. Japan Journal of Disaster Medicine
27(supple): 370, 2023.

山下和範：当院の構造を考慮したサージキャパシティ確保のための搬送計画立案. Japan Journal of Disaster
Medicine 27(supple): 334, 2023.

山下和範：県と協働する災害医療人の育成 長崎大学病院災害医療支援室の取組. Japan Journal of Disaster Medicine
27(supple): 232, 2023.

山下和範：DMATの携行食体制 東日本大震災での反省. Japan Journal of Disaster Medicine 27(supple): 167, 2023.

山下和範：「被災者を支えるチーム連携と災害医療コーディネート」 災害時の協力体制 支援と自県. 日本災害

看護学会誌 25(1): 81, 2023.
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社会活動

山下和範・准教授 評議員 日本蘇生学会

山下和範・准教授 理事 日本救護救急学会

山下和範・准教授 評議員 日本災害医学会

髙村敬子・教授 番組審議会委員 長崎放送株式会社番組審議会

吉富　修・准教授
第72回学術集会実行委員会（2024年度支
部）
第1・循環WG サテライトメンバー

日本麻酔科学会

髙村敬子・教授 編集幹事 日本古病理学研究会

髙村敬子・教授 支部代議員 一般社団法人日本解剖学会九州支部

髙村敬子・教授 学術代議員 一般社団法人日本解剖学会九州支部

髙村敬子・教授
麻酔全般ワーキンググループサテライトメ
ンバー

公益社団法人日本麻酔科学会

長谷敦子・教授 理事 長崎救急医学会

髙村敬子・教授 代議員 一般社団法人日本解剖学会

長谷敦子・教授 救急ICUワーキンググループメンバー 日本麻酔科学会

長谷敦子・教授 各区域地域医療構想調整会議 委員 長崎県

長谷敦子・教授 研修プログラム委員 日本救急医学会

長谷敦子・教授 評議員 九州救急医学会

原　哲也・教授 個別調査部会 日本医療安全調査機構

長谷敦子・教授 監事・評議員 日本蘇生学会

原　哲也・教授 専門委員 長崎地方裁判所

原　哲也・教授 SSH運営指導員 長崎県立南高校

原　哲也・教授 委員 長崎県移植医療推進協議会

原　哲也・教授 理事 長崎大学医師会

原　哲也・教授 副会長 日本尊厳死協会ながさき

原　哲也・教授 代表世話人 長崎県緩和ケア研究会

原　哲也・教授 評議員 日本臨床モニター学会

原　哲也・教授 世話人
日本麻酔・医事法制（リスクマネジメント）
研究会

原　哲也・教授 評議員 日本老年麻酔学会

原　哲也・教授 評議員 日本手術医学会

原　哲也・教授 評議員 日本術後痛学会

原　哲也・教授 評議員・教科書編集委員会 日本周産期麻酔科学会

原　哲也・教授 評議員 日本神経麻酔集中治療学会

原　哲也・教授 評議員・学術委員会 日本蘇生学会

原　哲也・教授 評議員 日本ペインクリニック学会

原　哲也・教授 評議員・倫理委員会 日本区域麻酔学会

原　哲也・教授 理事・評議員 日本心筋保護研究会

原　哲也・教授 支部連絡協議会 日本集中治療医学会

原　哲也・教授
理事・社員・認定委員会・編集委員会・倫
理委員会

日本産科麻酔学会

原　哲也・教授 副理事長・評議員・学会誌編集委員会 日本循環制御医学会

原　哲也・教授 理事・評議員・会則検討委員会 日本臨床麻酔学会

原　哲也・教授
常任理事・評議員・倫理委員会・学術委員
会

日本心臓血管麻酔学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

原　哲也・教授
理事・代議員・九州支部代表・教育委員
会・学術委員会

日本麻酔科学会
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一ノ宮大雅・講師 評議員 日本神経麻酔集中治療医学会

一ノ宮大雅・講師
循環器ワーキンググループ サテライトメン
バー

日本麻酔科学会

一ノ宮大雅・講師 評議員 日本心臓血管麻酔学会

石井浩二・准教授 緩和ケア委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

石井浩二・准教授 事務局長 長崎県緩和ケア研究会

石井浩二・准教授 九州支部 支部役員 日本死の臨床研究会

石井浩二・准教授 代議員 日本緩和医療学会

石井浩二・准教授 長崎支部理事 日本尊厳死協会

石井浩二・准教授 専門医認定・育成委員会委員 日本緩和医療学会

石井浩二・准教授 緩和医療ワーキンググループ長 長崎県がん診療連携協議会

石井浩二・准教授 九州支部運営委員 日本緩和医療学会

関野元裕・准教授 構成員 全国国公立大学病院集中治療部協議会

石井浩二・准教授 長崎県がん看護師育成検討委員 長崎県

関野元裕・准教授 第6救急・ICUワーキンググループメンバー 日本麻酔科学会

関野元裕・准教授
認定審査委員会 第1部会（専門医認定）筆
記試験 メンバー

日本麻酔科学会

関野元裕・准教授 九州支部運営委員会 委員 日本集中治療医学会

関野元裕・准教授 代議員 日本呼吸療法医学会

関野元裕・准教授
日本版敗血症診療ガイドライン2024特別委
員会(AdHoc)ワーキンググループ メンバー

日本集中治療医学会

関野元裕・准教授 総務委員会委員 日本集中治療医学会

村田寛明・准教授 将来構想委員会 日本区域麻酔学会

関野元裕・准教授 評議員 日本集中治療医学会

村田寛明・准教授 評議員 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授 ワークショップ・セミナー部会 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授
Journal of Anesthesia Editorial Board
Section Editor

公益社団法人 日本麻酔科学会

村田寛明・准教授 日本区域麻酔検定試験委員 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授
第71回学術集会実行委員会（2023年度支
部） 第7・麻酔科関連WGサテライトメン
バー

公益社団法人 日本麻酔科学会

村田寛明・准教授
第72回学術集会実行委員会（2024年度支
部） 第7・麻酔科関連WGサテライトメン
バー

公益社団法人 日本麻酔科学会

村田寛明・准教授
第70回学術集会実行委員会（2022年度支
部） 第7・麻酔科関連WGサテライトメン
バー

公益社団法人 日本麻酔科学会

村田寛明・准教授 用語検討WG 日本区域麻酔学会

山下和範・准教授 理事 医療コンテナ推進協議会

村田寛明・准教授 代議員 日本麻酔科学会

山下和範・准教授 長崎県災害医療検討委員会 委員 長崎県医師会

山下和範・准教授 認定ロジ 日本災害医学会ロジスティックス専門家

山下和範・准教授 災害医療コーディネーター 長崎県

山下和範・准教授 長崎市防災会議 委員 長崎市

山下和範・准教授 管理世話人
日本災害医学会地域保健・福祉の災害対応標
準会トレーニングコース

山下和範・准教授 インストラクター 日本DMAT

山下和範・准教授 産学連携新技術検討推進委員会 委員 日本災害学会

山下和範・准教授 蘇生医療検討委員会 委員 日本蘇生学会

山下和範・准教授 多職種連携推進委員会 委員長 日本災害医学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

石崎泰令・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「SERCA2aを
標的にした新規心不全治療薬による敗血症性
左室拡張機能の制御」

石崎泰令・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「RyR2を標
的にした新規CAMKII阻害薬による敗血症性左
室拡張機能の制御」

矢野倫太郎・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「間葉系幹細胞
が敗血症における凝固線溶機能に与える影
響：組織因子を指標とし た検討」

岩崎直也・助手 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「肥大心の
メタボローム解析と薬理学的コンディショニ
ングにおけるNAD+合成系の制御」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「オピオイ
ド受容体の細胞内局在と活性変化に基づく最
適なオピオイド順次投与法の確立」

関野元裕・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「重症患者
における小腸粘膜細胞傷害 －発生メカニズム
の解明と新規治療戦略の構築－」

髙村敬子・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「臨床用CT
を用いた大腿骨皮質の骨質評価法の確立：骨
粗鬆症の日常診療への応用」

吉富　修・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「カルシウ
ムハンドリング制御による敗血症性心筋症の
治療戦略」

研　究　題　目

原　哲也・教授 厚生労働省 分担
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する
肝移植を含めた外科治療に関する研究

石井浩二・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「悪性腸腰
筋症候群の病態に筋紡錘が与える影響の解明
と疼痛コントロール方法の検討」

一ノ宮大雅・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「SGLT阻害
薬が心筋虚血再灌流障害時の内在性臓器保護
効果に与える影響と機序解明」

村田寛明・准教授 日本学術振興会 代表

髙村敬子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「Thiel法解剖
体を用いた新たな腹部超音波ガイド下神経ブ
ロック法の確立」

髙村敬子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「覚醒下手術に
対する超音波ガイド下頬骨側頭神経ブロック
法の開発：献体を用いた研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

一ノ宮大雅・講師 評議員 日本集中治療医学会

樋田久美子・助教 学術誌編集委員会査読委員 一般社団法人日本ペインクリニック学会

一ノ宮大雅・講師 評議員 日本循環制御医学会
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その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

石井浩二・准教授 outstanding author
Annals of palliative
medicine

悪性腸腰筋症候群の病型分類
に関する研究

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

髙村敬子・教授 第15回良順教育賞 長崎大学医学部
学部学生解剖学教育における
貢献, 卒後臨床教育における
貢献

関野元裕・准教授 非常勤講師（歯科麻酔学） 長崎大学歯学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

髙村敬子・教授 非常勤講師 長崎医療技術専門学校

荒木　寛・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「ボリュームカ
プノグラム分析を用いた肺内シャントの検
討」
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